別添１
業務提案書作成要領
１　業務提案書
・業務提案書の作成にあたっては、（債）令和６年度東松島市庶務事務システム更新業務
仕様書の内容を踏まえ、作成すること。
　・専門知識を有していない審査委員も評価するため、専門用語を使用する際には、注釈をつけるなど、分かりやすく具体的に作成すること。
　・本業務の仕様の内容は、現在本市が最低限必要と考えられるものであり、仕様書に記載されていない事項、法令により義務付けられている事項及びその他の事項についても、業務上当然に必要な事項については、本業務の範囲内に含まれるものとする。また、業務提案事業者の専門的立場から、本業務の費用範囲内で効果的な提案がある場合は、追加提案を行うこと。
（１）業務提案書（任意様式）の作成上の留意事項
ア　業務提案書は、『１（２）業務提案書の構成』に基づく章立てとすること。
イ　様式は、原則Ａ４版、縦・横不問（一部Ａ３判資料の折込可）とし、文書は横書き、カラー印刷とする。なお、文字の大きさは原則として１１ポイント以上（図表・注釈などで対応が困難なものを除く）とすること。
ウ　業務提案書には、表紙と目次をつけるとともに、一連のページ番号を記載すること。
エ　業務提案書のページ数は６０ページを上限とし、簡易な資料を作成すること。
オ　提案書等は、提出後の内容の追加及び変更を原則認めないため、記載遺漏等のないよう留意すること。
カ　提案内容について、２通り以上に解釈できる場合は、本市にとって有利な解釈によるものとする。

キ　業務提案内容は全て実現可能なものとし、根拠も含めてできる限り具体的に提案すること。なお、契約締結後に提案内容が実現できなくなった場合は、代替する方法で実現することとし、その費用は業務提案事業者が負担すること。
（２）業務提案書の構成
	１
	本業務の実施方針
	　本業務に対する基本的な考え方及び実施方針について、以下の点について提示すること。
①基本的な考え方
②システム構築への理解


	２
	会社概要
	会社概要について、以下の点を踏まえて提示すること。
①会社概要
②本業務担当部署の概要（本業務統括担当者名、担当従業員数、所持資格名称、資格所持者数）

	３
	稼働実績
	　システム稼働実績等について、以下の点を踏まえて提示すること。
①提案するシステムの概要・特徴、稼働実績
②構築実績のある従業員数及び構築分野の概要

	４
	スケジュール案
	　本業務のスケジュール案について、以下の点を踏まえて提示すること。
①進捗状況にかかる中間報告時期
②本市・事業者の役割分担 

	５
	システム構成
	　システム構成について、以下の点を踏まえて提示すること。
①パッケージシステム
②ハードウェア・ソフトウェア・ネットワーク（ハードウェアの設置場所についてメリットを含めて説明する内容を含む。）
③セキュリティ対策
④既存人事給与システムとの連携仕様

	６
	導入に係る作業
	　導入に係る作業について、以下の点を踏まえて提示すること。
①運用テストの期間及びサポート体制
②職員研修

	７
	機能要件
	　機能要件への対応状況について記載すること。（別紙．機能要件一覧表の通りなどの記載は不可）

	８
	運用、保守体制
	　サーバ及びネットワークの構築やシステム管理運用・保守について、以下の項目ごとに提示すること。
①運用・保守体制
②データバックアップ
③バージョンアップなどへの対応

④緊急保守（機器又はシステムに障害が発生した場合）の対応方法
⑤災害発生時の対応

	９
	追加提案
	　本市が要求している事項以外に、本市にとって有益な提案があれば提示すること（見積価格については、見積書に含めず別途明示すること。ただし、パッケージシステムの標準機能で、見積価格を分けることができない場合はこの限りではないが、そのことを明示すること。）。


２　機能要件一覧
　機能要件一覧（様式第８号）の機能要件ごとに、対応の可否について対応欄に記載すること。
「○」標準機能による対応
「△」代替案による対応
※代替案による対応の場合は、補足説明欄に代替手段について記載すること。

「×」対応不可
３　見積書
（１）見積書作成上の留意事項
ア　見積書は、見積書（様式第９号）、見積内訳書（任意様式）で構成し、金額の単位は円とする。
イ　正本として紙媒体文書１部及び副本として紙媒体文書６部を作成すること。
（２）システム構築・保守費用
　　　システム構築・保守業務に係る全ての費用の見積額について期間全体の金額、月額及び年額で記載すること。

なお、システムの構築費用を、保守を行って常に適正な動作が保たれたシステムの使用料に含め、稼働期間中（令和７年４月から令和１２年３月まで）の６０か月間で支払うものとする。
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